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三菱商事フューチャーズ（株）の証券業参入について 

新社名は“三菱商事フューチャーズ証券株式会社” 

 

 

三菱商事の 100％子会社である三菱商事フューチャーズ（東京都中央区、福田良一社長）は 4 月

初旬に金融庁に証券業登録の上、社名を三菱商事フューチャーズ証券株式会社（以下同社）へ

変更し、本年 6月よりオンライン証券取引の営業を開始する予定です。 

 

同社は現在、商品先物取引、為替証拠金取引、商品ファンドを主な業務としていますが、その中

で、商品先物、為替証拠金のオンライン取引に、新たに証券取引を加えることで、オンライン取引

顧客へのサービスを向上させると共に、有価証券を扱うことによる収益の多様化を図ることを目

指します。 

 

同社が当初手がける証券事業は、現物株式、信用取引、株価指数先物・オプション取引のインタ

ーネットによるオンライン取引であり、若年層から団塊世代まで、又、初心者からネット・トレーダー

まで幅広い顧客層に受け容れられる情報、機能、サービスを提供する予定です。 

同社の既存コア事業である商品先物取引、為替証拠金取引はいずれも証拠金取引をベースとし

ており、証券分野においても、特に信用取引、先物・オプション取引という証拠金取引をベースとし

た分野においては、これまでの同社が培ってきた能力・ノウハウを生かしながら、商品先物、為替、

有価証券の“ワンストップショップ”による、顧客へのサービスと機能の向上を目指します。 来年

には、顧客が同一のプラットフォームで、商品先物取引、現物株式、信用取引、株価指数先物･オ

プション取引を迅速且つ自在に行える体制を構築する予定です。 

 

以上 

 
 


